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                   男と女がともに歩む情報紙 第 51号 

平成 28年 10月発行 

企画・発行/海老名市市民活動推進課 

人権男女共同参画係   

 ℡：０４６－２３５－４５６８【直通】 

（次ページへ続く）

毎年６月23日から６月29日は「男女共同参画週間」です。

 男女共同参画社会とは、男性も女性も、意欲に応じて、あらゆる分野で活躍で

きる社会をいいます。 

 今年は街頭啓発活動で「クイズ100人に聞きました！」を行い、 

①ワーク・ライフ・バランスの意味を知っていますか？ 

②男性が仕事以外に休みの日の楽しみや趣味がありますか？
の２つの質問を、海老名駅東口を利用された方々へ投げかけてみました。 

 皆様はいかがですか？ 

 インタビューを受けてくださった方々の回答結果は次のページをご覧くださ

い。 
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「クイズ100人に聞きました！」回答結果 

①ワーク・ライフ・バランスの意味を知っていますか？ 

②男性が仕事以外に休みの日の楽しみや趣味がありますか？ 

ワーク・ライフ・バランスとは、仕事と生活の調和のことを言います。 

仕事は、暮らしを支え、生きがいや喜びをもたらすものです。同時に、家

事・育児、近隣との付き合いなどの生活も暮らしに欠かすことができないも

のであり、その両方の充実があってこそ、人生の生きがい、喜びは倍増しま

す。 

しかし、現実の社会には、仕事と子育てや老親の介護との両立に悩むなど、

仕事と生活の間で問題を抱える人が多く見られます。 

ワーク・ライフ・バランスの実現は、一人ひとりが望む生き方ができる社会

の実現にとって必要不可欠です。皆さんも自らの仕事と生活の調和の在り方

を考えてみませんか？ 

ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた「３つの心構え」
～内閣府 仕事と生活の調和推進室ホームページより～

① 本気！
ワーク・ライフ・バランス実現のために、仕事を効率化して労働時間を削減する！ 

② 前向き！
「やらされ感」ではなく、全員が納得した上で、「仕事の効率化」に取り組む。 

③ 全員参加！
すべての仕事で効率化に取り組み、全員のワーク・ライフ・バランスを実現する。
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 ビナレッジにおいて、友達同志でゲームや勉強をしている小学生達に

「かるた」「紙芝居」の参加を促したところ、思った以上に反応も良く違

和感も少なく、イベントの内容には微妙なところはありましたが、躊躇し

ながらも積極的に参加をしてくれて、将来に向けて大きなきっかけになる

ことを予感致しました。（都築推進員） 

海老名市の男女共同参画のサポーターである、男女共

同参画推進員より、啓発活動の感想が寄せられました。 
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 女性には、「子どもを産む」という身体機能がありますが、子どもを産む・産まな

い、あるいは子どもの数や出産間隔・時期などについて、女性が過剰な期待や圧力に

悩み、苦しむケースが増えています。 

 生殖に関する医療技術が高度な進歩を遂げていますが、その行使に関しては、一人

ひとりの女性の意思と健康状態が十分尊重され、選択の自由が保障されることが大切

です。 

この考え方が「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）」

の概念と呼ばれているものです。 

街頭啓発活動のほか、ビナレッジでかるたや紙芝居を実施しました！ 

     海老名市では、「女性相談員による女性のための相談」を実施しています。 

    夫婦・家族のこと、ＤＶ（夫等からの暴力）などについて一緒に考えます。 

女性相談ダイヤル 231-2224 月～金（祝日を除く） ９：00～17：00   

※その他に 海老名女性支援電話「そよ風」（非営利のボランティア組織） 

          による相談もあります。 

235-7353  火曜：10:00～13:00／土曜：13:00～16:00（無料）

女性に対する暴力根絶 

のためのシンボルマーク 

 啓発活動の様子 ♪ 


